
１．研修の目的

２．研修の内容

本研修は、安全で効率的なタワーヤーダ方式による架線作業を実施する

ために必要となるタワーヤーダの知識等を有した高度技能者（高度架線技

能者）の育成を目的とした研修で、架線作業に従事する林業架線作業主任

者を対象としています。

◆ 安衛則等の法令や力学に基づいた安全作業の知識

◆ 生産性を左右する、効率的な架線計画の知識

◆ 生産性を意識した架線配置や架線・撤収方法の知識

◆ ＩＣＴ等先端技術の活用に向けた知識 等

受講料は無料、研修教材（右図教材）を無料で配布

高度技能者とは、森林施業の効率化を提案できる高度で専門的な知

識と技術を有する者を言います。

お問い合わせはこちら

令和7年度 林野庁補助事業「緑の雇用」担い手確保支援事業

森林作業システム高度技能者育成研修

（タワーヤーダ研修）ご案内

電話： 03-3261-5497  e‐mail ： ginouikusei@jafta.or.jp

研修の実施・受講等の手続き・案内については、本業務の専用ページをご覧ください

〒102-0085
東京都千代田区六番町7

QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

本業務の専用ページ 

https://www.jafta.or.jp/contents/ginouikusei/index.html


現地見学・実習 架線計画演習

３．受講生の参加資格

４．研修のカリキュラム

５．研修修了者からの声

⚫ タワーヤーダによる架線作業に必要な技能を習得しようとしている者

⚫ 林業架線作業主任者免許を有している者

⚫ 架線作業の実務経験を有している者（タワーヤーダの実務経験は問いません）

⚫ 労働災害補償保険の適用を受けている者（個人事業主は問いません）

※  研修受講後、5年以上就業できる者

架線集材の熟練技能者を講師に、現地実習を主体としたカリキュラム

架線シミュレーション等による架線計

画結果を基に、中間サポートを含んだ

架線計画の考え方を習得できます。

【中間サポートを含んだ架線計画】

⚫ 写真や動画を見ることでたくさんの情報を得ることができた。

⚫ 作業方法や安全に対する知識が再確認できた。

⚫ 座学をやってから現地に行き、ガイラインの張り方が良く分かった。

⚫ 今後、現場の生産管理のためにデータを活用する習慣をつけたい。

⚫ GIS等の様々な先端技術を組み合わせることで計画や監理が効率化できることが分かった。

⚫ タワーヤーダ単体で考えるのではなく、システム全体で捉えるべきだと改めて痛感した。
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